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研究成果の概要（和文）：0.05%濃度のプロヒドロジャスモン溶液（以下、PDJ）をスプレー処理した植物の天敵に対す
る誘引性と害虫に対する忌避性の評価を行った。室内実験においてPDJ処理したケールにコナガサムライコマユバチと
ヒメカメノコテントウに対する誘引性が、PDJ処理したスイートバジルにモモアカアブラムシの忌避性があることを明
らかにした。野外においてPDJ処理したケールにはコナガサムライコマユバチに対する誘引性が認められなかった。室
内実験で天敵誘引性があったケールについて匂い分析を行った結果、PDJ処理を行うことで天敵誘引成分であるサビネ
ンとα-ピネン、リモネンが増加した。

研究成果の概要（英文）：We investigated whether plants were induced attraction of natural enemies and 
avoidance of an insect pest by treatment of prohydrojasmon (PDJ) [propyl 
(1RS,2RS)-(3-oxo-2-pentylcyclopentyl) acetate] solution which is the concentration of 0.05%. In 
laboratory experiments, volatiles of kale treated with the PDJ solution attracted more Cotesia vestalis 
and Propylea japonica than kale treated distilled water, and volatiles of sweet basil treated with the 
PDJ solution repelled more Myzus persicae than clean air. In field experiments, kales treated with the 
PDJ solution did not attracted more Cotesia vestalis than kale treated distilled water. Headspace 
analyses of kale treated with the PDJ solution showed that the treatment induced α-pinene, sabinene and 
limonene.

研究分野： 応用昆虫学
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１．研究開始当初の背景 
植物防衛反応に関わる重要な植物ホルモ

ンであるジャスモン酸（以下、JA）は、フィ
トオキリピン経路によって障害誘導的に生
産される。生合成に関する酵素等については
すでに多くの研究から明らかになっている。 
一方、化学合成した JA 及びその類縁体を

植物に噴霧する、あるいは土に処理すること
で、作物の害虫に対する直接抵抗性、間接防
衛性（天敵誘引成分の放出）の向上の可能性
があることが 1990 年ごろより徐々に報告さ
れてきているが、まだその実証例が少ない。
このような害虫管理への実用化に向けた JA
類縁体の作物処理研究は、今後安全安心な農
業の推進のためにも積極的に進めなければ
ならない研究領域のひとつである。 

 
２．研究の目的 
害虫の天敵誘引などによる害虫管理を目

的とした JA 及びその類縁体の実用化研究に
おいて、JA または JA のメチル化物が高価で
あることと、それらの物質を農業生産に利用
するためには登録が必要であることが障害
となっている。 
上記の解決策として、合成 JA 類縁体の１

つであるプロヒドロジャスモン（以下、PDJ）
に注目する。PDJ は、我が国においてすでに
果樹の植物成長調整剤として登録され販売
されている。PDJ は、安全性が確認されてお
り、価格も比較的安く、化学農薬と同様に水
で希釈して植物に散布するというように取
り扱いが容易である。 
そこで本研究では、PDJ をスプレー処理し

た植物を天敵誘引源や害虫忌避源に利用で
きるかどうかの評価を行った。 

 
３．研究の方法 
(1) 室内における天敵誘引実験 
PDJ を処理した植物の匂いに天敵誘引性が

あるかどうかを調べるために、Y 字管オルフ
ァクトメーターなどを用いて 0.05%濃度の
PDJ をスプレー処理した植物の匂いと蒸留水
を処理した植物の匂いを選択させることで、
天敵がその匂いを好むかどうか調べた。アブ
ラナ科植物ケールについては、コナガの天敵
であるコナガサムライコマユバチ、アブラム
シ類の天敵であるヒメカメノコテントウと
チャバラアブラコバチに対する誘引性の評
価を行った。ナスにおいては、アザミウマ類
の天敵であるタイリクヒメハナカメムシ類
の誘引性評価を行った。インゲンマメにおい
ては、ハダニ類の天敵であるチリカブリダニ
の誘引性評価を行った。 
(2) 室内における害虫忌避実験 
PDJ を処理した植物の匂いに害虫忌避性が

あるかどうかを調べるために、Y 字管オルフ
ァクトメーターを用いて 0.05%濃度の PDJ を
スプレー処理したスイートバジルまたはコ
リアンダーの匂いと空気を選択させること
で、害虫がその匂いを嫌うかどうか調べた。 

(3) 野外における天敵誘引実験 
室内実験においてPDJ処理したケールにコ

ナガサムライコマユバチの誘引性が確認さ
れた。そこで、野外においても PDJ 処理した
ケールにコナガサムライコマユバチに対す
る誘引性が認められるかどうか調べるため
に、0.05%濃度の PDJ をスプレー処理したケ
ール、または、蒸留水をスプレーしたケール
と一緒にコナガ 2 齢幼虫を 20 頭放飼したケ
ールを野外に 2日間設置し、回収したコナガ
幼虫に対する寄生によってコナガサムライ
コマユバチに対する誘引性を評価した。 
(4) 天敵誘引成分の分析 
室内実験においてPDJ処理したケールにコ

ナガサムライコマユバチとヒメカメノコテ
ントウの誘引性が確認された。そこで、PDJ
処理によってケールが放出する天敵誘引成
分がどのように変化したかを明らかにする
ために、0.05%濃度の PDJ 処理したケールと
蒸留水をスプレーしたケールの揮発性物質
の分析を GC-MS を用いて行い、天敵誘引成分
を比較した。 
 
４．研究成果 
(1) 室内における天敵誘引実験 
PDJ スプレー処理したケールと水スプレー

処理したケールを用いて選択実験を行った
結果、チャバラアブラコバチでは PDJ 処理ケ
ールに誘引効果が認められなかった（図 1）。
しかし、コナガサムライコマユバチは 8割の
個体がPDJ処理ケールを選好し誘引効果が認
められ（図 2）、ヒメカメノコテントウは約 6
割の個体がPDJ処理ケールを選択し誘引効果
が認められた（図 3）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

図 3 ケールの匂いに対するヒメカメ
ノコテントウの反応 

図 1 ケールの匂いに対するチャバラ
アブラコバチの反応 

図 2 ケールの匂いに対するコナガコ
マユバチの反応 



PDJ スプレー処理したナスと水スプレー処理
したナスを用いて選択実験を行った結果、
PDJ 処理ナスはタイリクヒメハナカメムシに
対する誘引効果が認められなかった（図 4）。
PDJ 処理したインゲンマメと水処理したイン
ゲンマメの匂いをチリカブリダニに選択さ
せた結果、有意差が認められなかったがチリ
カブリダニはPDJ処理インゲンマメの匂いを
選好する傾向があった（図 5）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2) 室内における害虫忌避実験 
PDJ スプレー処理した植物の匂いと空気を

モモアカアブラムシに選択させた結果、PDJ
処理コリアンダーには忌避性の効果が認め
られなかったが（図 6）、PDJ 処理スイートバ
ジルでは約7割の個体が空気を選択し忌避性
があることが示された(図 7)。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(3) 野外における天敵誘引実験 
野外に2日間設置したケールから回収した

コナガ幼虫に対するコナガサムライコマユ
バチの寄生の有無は、PDJ 処理したケール株
を隣接させた場合と水処理したケール株を

隣接させた場合との間に有意な差は認めら
れず、野外においてコナガサムライコマユバ
チの誘引性をPDJ処理ケールに認めることが
できなかった（図 8）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(4) 天敵誘引成分の分析 
コナガサムライコマユバチの誘引成分で

あるヘキセニルアセテートとヘプタナール
の放出量はPDJ処理によって向上しなかった
が、α-ピネンとサビネンの放出量が PDJ 処
理によって増加していることが明らかにな
った。また、ナミテントウの誘引成分である
リモネンもPDJ処理によって増加しているこ
とが明らかになった。 
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図 4 ナスの匂いに対するタイリクヒ
メハナカメムシの反応 

図 5 インゲンマメの匂いに対するチ
リカブリダニの反応 

図 6 コリアンダーの匂いに対するモ
モアカアブラムシの反応 

図 7 スイートバジルの匂いに対する
モモアカアブラムシの反応 

図 8 水処理ケールまたは PDJ 処理ケ
ールが隣接したケール上のコナガ幼
虫に対するコナガサムライコマユバ
チの寄生率（％） 
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